
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

皆中は秩父郡市陸上
競技大会で男女総合
優勝しました。

９月27日（水）

み～な

9月16日(土)皆野中学校体育祭は、天候が
危ぶまれましたが、子ども達の気合いで盛大
に行われました。たくさんの保護者も応援に
かけつけていました。恒例の大縄飛びでは、
各チーム練習の成果が発揮されていました。審議した議案

　公開します議員の賛否

平成29年９月定例会
2017年11月1日発行

第23号
埼玉県皆野町議会

P.5
P.8

９月定例会 議会はここに注目！
　消防団第2分団詰所が
　新築されました

P.2
P.3

P.4

「そーれ！ よいさ！」-
-町に聞きました

　７名の議員が一般質問
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

９
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

　
皆
野
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
９
月
13
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
決
算
認
定
な
ど
町
長
提
出
議
案
10
件
（
認

定
４
件
・
議
案
６
件
）、
発
議
案
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町

政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国神地区の詰所が
１つにまとまりました
国神地区の詰所が
１つにまとまりました

※１万円未満は端数処理をしているため、合計金額が一致しない場合があります。

平成28年度歳入歳出決算額
会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一 般 会 計 40億 6619万円 39億 8514万円 8105万円
国 民 健 康 保
険 特 別 会 計 15億8942万円 14億 5333万円 １億3609万円

介護保険特別会計  10億6005万円 ９億8993万円 7012万円
後 期 高 齢 者 医
療 特 別 会 計  １億1909万円 １億1872万円 36万円

合 計 68億 3477万円 65億 4713万円 ２億8763万円

5088万円
町道皆野94号線踏切改良（工事協定） （土木費）

平
成
28
年
度
決
算
を
認
定

40
億
６
６
１
９
万
円

39
億
８
５
１
４
万
円4046万円

消防団第2分団詰所建設 （消防費）

一般
会計
歳
入

歳
出
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 平成29年　第３回（９月）定例会

質
疑

新
規
就
農
者
募
集
Ｐ
Ｒ
映
像

等
作
成
業
務
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
映
像
は

ど
こ
で
見
ら
れ
ま
す
か
。

答
弁

地
方
加
速
化
交
付
金
の
事
業

で
、
み
な
の
ま
る
ご
と
情
報
発
信
で

移
住
定
住
事
業
と
し
て
行
い
ま
し

た
。

　

新
規
就
農
者
を
募
集
す
る
た
め
の

Ｐ
Ｒ
映
像
（
７
分
の
動
画
）
を
作
成

し
、
今
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
道
の
駅
み
な
の
で
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

質
疑

育
英
奨
学
資
金
貸
付
金
は
、

何
人
く
ら
い
の
人
が
利
用
し
て
い
ま

す
か
。

答
弁

対
象
は
高
校
以
上
の
学
校
に

通
う
生
徒
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
私
立
高
校
２
名
、

国
公
立
大
学
１
名
、
私
立
大
学
21
名

の
合
計
24
名
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

教
え
て
！

　

決
算
の
主
な
質
疑質

疑

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁

平
成
28
年
度
は
９
名
の
方
か

ら
１
５
４
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
進
行
状
況
は
、
９
月

11
日
現
在
89
件
で
91
万
５
０
０
０

円
と
な
り
、
件
数
は
順
調
に
伸
び
て

い
ま
す
。

質
疑

国
神
小
学
校
長
期
修
繕
計
画

委
託
料
に
つ
い
て
、
内
容
を
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。

答
弁

平
成
27
年
、
皆
野
小
学
校
に

お
い
て
風
雪
に
よ
る
落
下
物
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
幼
稚
園
・
各
小
学
校

の
校
舎
、施
設
の
調
査
点
検
を
行
い
、

す
べ
て
の
調
査
を
し
た
後
、
修
繕
計

画
を
立
て
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
年
度
は
三
沢
小
学
校
の
調
査
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
奨
励
金
１
０
８
万

５
０
０
０
円
に
つ
い
て

質
疑

町
内
に
新
し
い
企
業
（
大
曽

根
商
事
㈱
）が
進
出
し
ま
し
た
が
、

町
内
か
ら
の
新
規
採
用
は
あ
り
ま
し

た
か
。
ま
た
、
奨
励
金
の
内
容
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁

町
内
か
ら
は
２
名
の
採
用
が

あ
り
ま
し
た
。奨
励
金
の
内
容
は
上・

下
水
道
加
入
金
の
２
分
の
１
を
町
が

助
成
し
ま
す
。

ポ
ピ
ー
ま
つ
り
赤
字
補ほ

て
ん填

１
５
０
万
円
に
つ
い
て

質
疑

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
状
況
に
応

じ
て
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
か
。
今
後
は
赤
字
の
原
因
を

平
成
29
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
主
な
質
疑

よ
く
分
析
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
教
訓

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁

当
初
は
平
日
も
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が

変
更
し
、
休
日
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、

平
日
は
町
バ
ス
や
ワ
ゴ
ン
車
で
対
応

し
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
防
護
柵
設
置
事
業

を
拡
充

質
疑

農
業
振
興
事
業
補
助
金
50
万

円
は
ど
の
団
体
に
、
目
的
は
。

答
弁

防
護
柵
設
置
事
業
補
助
金
を

今
年
度
か
ら
８
割
（
５
万
円
限
度
）

に
変
更
し
、
補
助
し
て
い
ま
す
。
予

定
の
12
件
を
上
回
る
27
件
の
申
請
が

あ
っ
た
た
め
増
額
し
ま
す
。

2785万円

1094万円

長生荘屋根等改修工事 （社会福祉費）

学童保育料無料化 （児童福祉費）

給湯ろ過装置改修を含む

み～な
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発議第１号
「全国森林環境税」の創設に関する意見書案

可
決

平成29年第３回定例会で
審議された議案と議員の賛否 結果

大
塚
鉄
也

林　
太
平

小
杉
修
一

宮
前　
司

常
山
知
子

若
林
光
雄

大
澤
金
作

新
井
達
男

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

大
澤
径
子

平成28年度皆野町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成28年度皆野町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

平成28年度皆野町介護保険特別会計歳入歳出決算
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

平成28年度皆野町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町情報公開条例及び皆野町個人情報保護条例
の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町一般職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

平成29年度皆野町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成29年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

平成29年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
「全国森林環境税」の創設に関する意見書提出につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ー

町
長
提
出
議
案

発
議

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

発
はつぎあん

議案とは
議
ぎかい

会の会
かいぎ

議において、議
ぎいん

員が「議
ぎあん

案」を議
ぎちょう

長に提
ていしゅつ

出することをいいます。皆
みなのまち

野町では、１つの
発
はつぎあん

議案に関
かん

して原
げんそく

則として２人以
いじょう

上の議
ぎいん

員が賛
さんどう

同しなければ提
ていしゅつ

出することができません。主
おも

な
発
はつぎあん

議案として、「条
じょうれい

例」、「意
いけんしょ

見書」などがあります。

提出者：皆野町議会議員　宮前 司　　賛成者：皆野町議会議員　四方田 実・新井達男
　森林が多く所在する山村地域の市町村においては、木材価格の低迷や林業従事者の高齢化・後継者不足に
加え、急速な人口減少など、厳しい情勢にあるほか、市町村が、森林吸収源対策及び担い手の育成等山村対
策に主体的に取り組むための恒久的・安定的な財源が大幅に不足しています。
　このような中、平成29年度税制改正大綱において、「市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な
財源に充てるため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等しく負担を求める
ことを基本とする森林環境税（仮称）の創設」に関し、「平成30年度税制改正において結論を得る」と明記さ
れたことから、森林・林業・山村対策の抜本的強化をはかるための「全国森林環境税」の早期導入を強く求
めるとするものです。
・提出先　内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・農林水産大臣・環境大臣・経済産業大臣・衆議院議長・参議院議長

反対討論
　森林を多く抱える自治体において、森林従事者の高齢化・後継者不足など厳しい状況にあること。また、
後継者育成等に安定的な財源が必要であることは充分認識していますが、その財源を個人住民税均等割の増
税によって「森林環境税創設」は反対で、木材の輸入自由化を契機に材木価格の低迷などに至ったもので、
国税による財政措置を行うべきである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内海勝男

賛成討論
　温室ガス削減目標が世界的な議論がなされています。こうした中で、森林吸収源対策が不可欠となってい
ます。近年地球温暖化によるゲリラ豪雨・大雪など、異常な気候となっています。森林吸収源対策、後継者
不足などの対策に取り組むための財源とするため「森林環境税創設」に賛成します。　　　　　　大澤金作
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異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨

予
報
の
対
応
に
つ
い
て

小
こ

杉
すぎ

修
しゅう

一
いち

７
月
５
日
に
予
定
さ
れ
て
い

た
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓
練
は

ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

当
日
、
島
根
県
で
豪
雨
が
発

生
し
て
、
消
防
庁
に
よ
り
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
訓
練
が
急き
ゅ
う
き
ょ遽
取
り
や

め
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
異
常
気
象
で
各

所
で
突
発
的
に
豪
雨
災
害

が
起
き
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
地
域
に
あ
の
よ
う
な
豪
雨
予

報
が
出
さ
れ
た
場
合
、
特
別
警
戒

区
域
等
の
町
民
の
方
た
ち
に
ど
う

対
応
す
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
具
体
的
に
考
え
て
お
い
て
も

い
い
の
で
は
。

当
地
域
に
豪
雨
予
報
が
出

た
場
合
、
町
長
が
総
合
的

に
判
断
し
て
避
難
情
報
を
発
信
し

ま
す
。
例
え
ば
日
野
沢
、
金
沢
地

域
に
お
い
て
、
土
砂
災
害
を
想
定

す
る
と
、
現
地
の
わ
く
ワ
ク
セ
ン

タ
ー
や
体
育
館
で
は
な
く
、
国
神

小
学
校
や
長
生
荘
が
避
難
場
所
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

雇
用
促
進
住
宅
に
つ
い
て

駒
形
区
に
あ
る
雇
用
促
進

住
宅
は
、
し
ば
ら
く
入
居

を
と
め
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
直

近
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
、

は
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
と
町
が
関

わ
る
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
雇
用
促
進
住
宅
を
本
年

６
月
に
、
民
間
の
東
日
本
民

間
賃
貸
サ
ー
ビ
ス
合
同
会
社
が
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
し
ま
し

た
。
そ
し
て
同
社
が
11
月
よ
り
賃

貸
す
る
方
向
で
、
広
く
一
般
の
方
を

対
象
に
入
居
の
募
集
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

北
側
に
あ
る
町
有
地
に
つ
い
て

は
、
町
で
は
管
理
者
と
の
間
で
駐

車
場
と
し
て
の
賃
貸
契
約
を
し
て

い
ま
す
。

個
こ こ

々の議
ぎいん

員が、行
ぎょうせいぜんぱん

政全般にわたり、事
じぎょう

業の進
すす

み具
ぐあい

合や将
しょうらい

来の施
しさく

策について、自
じぶん

分の政
せいさくていげん

策提言も含
ふく

めて町
まちしっこうがわ

執行側に考
かんが

えを聞
き

くものです。本
ほんかいぎ

会議で一
いっぱんしつもん

般質問をしたい議
ぎいん

員は「これについて聞
き

きます」
ということを記

しる

した「一
いっぱんしつもんつうこくしょ

般質問通告書」をあらかじめ提
ていしゅつ

出しておきます。

一
いっぱんしつもん

般質問とは

大
おおつか

塚鉄
てつ

也
や

埼
玉
県
議
会
で
平
成
28
年

３
月
に
手
話
言
語
条
例
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
野
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

県
条
例
が
可
決
さ
れ
た
こ

と
は
大
変
よ
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
は
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
、

手
話
は
言
語
で
あ
り
、
ろ
う
者
と

ろ
う
者
以
外
の
人
が
手
話
に
よ
っ

て
心
を
通
わ
せ
、
お
互
い
に
尊
重

し
共
生
で
き
る
社
会
を
目
指
す
と

す
る
も
の
で
す
。
皆
野
町
総
合
振

興
計
画
の
推
進
す
る
施
策
の
１
つ

に
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
住
み
な
れ

た
地
域
で
自
立
し
誇
り
を
持
っ
て

生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
野
町
障
が
い
者
計
画
・

障
が
い
者
福
祉
計
画
に
お
い
て
も

地
域
生
活
実
施
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
の
中
で
、
障
が
い
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
総
合
的
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
手
話
言
語
条
例
は
大
変

よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
制
定
に

向
け
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
の
状
況
で
は
、
学
校
教

育
の
一
貫
と
し
て
は
難
し
い

の
で
し
ょ
う
か
。

当
町
で
は
、
学
校
開
放
講
座

を
実
施
し
、
中
学
校
に
お
い

て
は
、
手
話
講
座
・
点
字
講
座
を

教
員
が
担
当
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
皆
野
町
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
埼
玉
県
手
話
言
語
条
例
の
基

本
理
念
に
賛
同
し
普
及
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
思
い
】
私
自
身
ま
だ
勉
強
不
足
で

秩
父
圏
域
若
手
議
員
で
勉
強
し
て

い
ま
す
の
で
、
ま
と
ま
り
ま
し
た

ら
先
輩
議
員
の
方
々
に
相
談
し
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

手
話
言
語
条
例
に

つ
い
て
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区
内
の
火
災
の
翌
日
、
近
く

の
ホ
ー
ス
収
納
ボ
ッ
ク
ス

を
見
て
み
る
と
、
ホ
ー
ス
は
ほ
こ

り
で
汚
れ
て
い
る
状
況
を
見
て
、

管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
点
検
は
消
防
団
員
ま
た
は

消
防
本
部
の
人
が
す
る
の
か
、
最

近
ど
こ
の
区
も
高
齢
化
が
進
み
火

災
が
発
生
し
た
と
し
て
も
消
火
栓

に
接
続
し
て
消
火
活
動
を
で
き
る

か
疑
問
で
す
。

収
納
ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
は
、

各
行
政
区
の
管
理
品
で
す
。

点
検
は
行
政
区
の
方
に
見
て
も
ら

い
ま
す
。

　

安
心
安
全
の
観
点
か
ら
現
在
で

も
収
納
ボ
ッ
ク
ス
を
改
修
等
し
て

い
る
行
政
区
も
あ
り
、
町
か
ら
の

補
助
金
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

撤
去
し
て
は
と
の
質
問
で
す
が
、

今
後
も
行
政
区
長
さ
ん
と
相
談
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

秩
父
音
頭
ま
つ
り「
櫓
や
ぐ
ら」に
つ

い
て

櫓
の
ひ
さ
し
の
部
分
の
丸

太
は
長
年
使
用
さ
れ
強
度

に
問
題
は
な
い
の
か
。

　

来
年
50
周
年
の
記
念
の
ま
つ
り

に
向
け
て
、
ひ
さ
し
部
分
の
安
全

確
保
の
た
め
取
り
替
え
て
は
。
事

故
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で

検
討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

櫓
は
業
者
さ
ん
に
よ
り
大

事
に
保
管
を
し
て
あ
り
、
強

度
に
は
問
題
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
み
立
て
に
つ
い
て
も
、

資
格
を
持
っ
た
人
が
安
全
優
先
で

作
業
し
て
い
る
の
で
問
題
は
な
い

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

早
々
に
50
周
年
に
向
け
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
し
て
い
き

ま
す
が
、
問
題
点
が
あ
れ
ば
業
者

さ
ん
を
交
え
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
いっぱんしつもん

般質問をする上
うえ

でのきまりごと
一
いっぱんしつもん

般質問は事
じぜん

前に出
だ

された（一
いっぱんしつもんつうこくしょ

般質問通告書）に沿
そ

って行
おこな

われ、その内
ないよう

容によって町
ちょうちょう きょういくちょう

長・教育長は
じめ担

たんとうかちょう

当課長が答
とうべん

弁します。質
しつもん

問の順
じゅんばん

番は通
つうこくしょ

告書の提
ていしゅつじゅん

出順で、皆
みなのまちぎかい

野町議会の場
ばあい

合、議
ぎいん

員１
ひ と り あ

人当た
り質
しつもん

問・答
とうべん

弁を含
ふく

めて、60分
ぷん

です。

消
火
栓
及
び
ホ
ー
ス
収
納

ボ
ッ
ク
ス
の
点
検
・
管
理
は

林
はやし

　太
た

平
へい

各
市
町
村
の
標
準
保
険
税

の
試
算
が
２
回
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
町
の
１
人
当
た

り
の
国
保
税
は
７
万
６
４
８
円
で

す
が
、
１
回
目
９
万
５
７
４
９
円
、

２
回
目
11
万
７
９
２
８
円
と
高
い

試
算
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
試
算
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

現
行
制
度
の
も
と
に
一
定
の

条
件
で
試
算
し
た
も
の
で
、

被
保
険
者
の
実
際
の
負
担
を
示
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

制
度
移
行
で
保
険
税
が
こ

れ
以
上
上
が
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
と
不
安
に
な
る
の
は
当
然

で
す
。
今
ま
で
ど
お
り
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
で
保
険
税
の
引

き
上
げ
を
し
な
い
よ
う
求
め
ま
す
。

国
保
財
政
を
維
持
す
る
上
で

必
要
と
さ
れ
る
保
険
税
額
、

現
在
の
保
険
税
額
、
他
市
町
村
の

保
険
税
額
を
勘
案
し
た
上
で
、
町
の

保
険
税
を
定
め
そ
れ
を
超
え
る
分

に
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も

や
む
を
得
な
い
と
考
え
ま
す
。

第
50
回
を
迎
え
る

秩
父
音
頭
ま
つ
り
に
つ
い
て

50
回
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

検
討
委
員
会
に
は
、
広
く

町
民
か
ら
公
募
を
行
い
多
く
の
人

の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
す
か
。

11
月
に
立
ち
上
げ
る
検
討

委
員
会
で
記
念
す
べ
き
、
よ

り
よ
い
ま
つ
り
に
す
る
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
公
募
に
つ
い

て
は
検
討
し
ま
す
。

来
賓
接
待
で
は
、
お
酒
を
制

限
な
く
出
し
て
い
ま
す
。
こ

の
３
年
間
で
そ
の
酒
代
だ
け
で

１
２
２
万
円
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
町
民
の
大
事
な
税
金
と
寄
附
で

す
。
来
賓
に
は
１
人
何
本
と
決
め

て
出
す
よ
う
に
改
善
を
求
め
ま
す
。

お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
正
調
秩
父
音
頭
を

楽
し
む
こ
と
は
意
味
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の

都
道
府
県
化
に
つ
い
て

常
つねやま

山知
とも

子
こ
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子
育
て
支
援
強
化
に

つ
い
て

四
よ

方
も

田
だ

 実
みのる

学
童
保
育
所
の
無
料
化
の

評
価
と
運
営
に
つ
い
て
、
学

童
の
受
け
入
れ
が
多
く
な
り
、
対

応
に
無
理
は
な
い
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。

質
が
低
下
し
な
い
よ
う
適
切

な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
徴
収
状
況

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

滞
納
は
23
件
約
95
万
円
あ

り
、
無
料
化
に
は
３
０
０
０

万
円
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。
児
童

手
当
の
充
当
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
補
助

制
度
の
成
果
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

３
年
間
で
69
件
、
６
４
３
５

万
円
の
補
助
金
、
町
外
か

ら
の
転
入
23
件
で
、
成
果
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

町
民
の
健
診
状
況
及
び
対
策

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

対
象
者
２
０
７
０
人
、
受
診

者
６
７
４
人
32
％
、
県
内
59

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
ポ
イ
ン
ト
事
業

の
成
果
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。20

ポ
イ
ン
ト
達
成
の
ク
オ

カ
ー
ド
交
換
者
２
２
９
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
早
期
発
見
事
業
の

成
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

国
保
に
お
い
て
透
析
患
者

７
人
だ
が
、
外
部
同
規
模

自
治
体
で
は
２
倍
の
14
人
で
す
。

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
見
ら
れ

ま
す
。

リ
ア
ル
情
報
に
つ
い
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
、
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く

る
、
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。

宮
みやはら

原睦
むつ

夫
お

　

私
の
行
革
の
取
り
組
み
の
基
本

姿
勢
は
、
駄
目
な
も
の
は
や
め
る

ま
た
は
、
抜
本
的
に
改
革
を
す
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

温
水
プ
ー
ル
は
年
間
約
３

０
０
０
万
円
の
持
出
し
、
本

年
度
は
修
理
費
・
ケ
ー
ブ
ル
取
り

か
え
を
含
め
４
６
０
０
万
円
、
利

用
券
購
入
利
用
者
は
約
１
９
０
人

で
、
い
つ
ま
で
や
っ
て
い
く
の
か
。

体
力
向
上
、
介
護
予
防
な

ど
で
利
用
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
多
く
の
町
民
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
施
設
等
の
維

持
管
理
を
適
切
に
行
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
館
も
年
間
約

１
０
０
０
万
円
の
持
出
し
、

利
用
者
の
８
割
が
町
外
の
人
で
、

早
く
や
め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

持
出
し
分
は
８
８
７
万
円
、

指
定
管
理
実
施
前
は
約

１
３
０
０
万
円
で
、
４
２
０
万
円
の

削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
生
荘
も
約
１
２
０
０
万
円

の
持
出
し
、
町
民
の
利
用
は

少
な
く
ま
た
、
風
呂
水
は
日
野
沢

の
井
戸
水
を
購
入
し
使
用
、
運
搬

は
シ
ル
バ
ー
に
委
託
し
２
人
で
搬

送
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
駄
目
だ
と

思
う
が
。経

費
節
減
を
図
る
と
と
も

に
、
事
業
の
改
善
に
努
め
ま

す
。

切
り
干
し
芋
事
業
は
昨
年
度

約
１
５
０
万
円
の
赤
字
、
本

年
度
も
赤
字
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

シ
ル
バ
ー
は
町
補
助
団
体
で
営
利
事

業
を
や
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。

せ
め
て
収
支
が
同
額
に
な

る
よ
う
、
さ
ら
に
改
善
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ポ
ピ
ー
事
業
で
は
本
年
度

３
０
０
万
円
の
赤
字
、
来
年

度
は
ど
う
す
る
の
か
。

実
行
委
員
会
で
決
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
パ
ー

ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
方
式
で
は

な
く
行
う
考
え
で
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

渋
じゅうたい

滞緩
かん

和
わ

策
さく

としてマイカーによる観
かんこうきゃく

光客を途
とちゅう

中でシャトルバスに乗
の

りかえさせる試
こころ

みです。

パークアンドバスライド方式とは
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秩
父
地
域
の
通
勤
者
等
か

ら
「
料
金
引
き
下
げ
」
の

要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
、

当
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
動
き

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

有
料
道
路
は
、
借
入
金
に
よ

り
施
工
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

返
済
は
利
用
者
の
料
金
に
よ
り
償

還
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

償
還
金
が
完
済
す
る
ま
で
は
、

無
料
化
・
減
額
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
、
現
時
点
に
お
け
る
料
金
の

引
き
下
げ
は
不
可
能
で
す
。

現
在
で
も
回
数
券
を
利
用

し
た
場
合
、
実
質
15
％
か

ら
20
％
の
割
引
き
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
長
野
県
で
は
、
利
用
者
や

利
用
時
間
帯
を
限
定
し
た
「
半
額

割
引
券
」
の
発
行
を
実
施
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
先
進
事
例
も
参
考

に
し
て
、
秩
父
地
域
の
首
長
会
議

等
で
検
討
し
、
県
や
道
路
公
社
に

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
考
え
が
あ

る
か
ど
う
か
。

　

ま
た
償
還
金
の
完
済
予
定
は
い

つ
ご
ろ
な
の
か
。

長
野
県
で
は
「
料
金
軽
減
」

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
現
時

点
で
は
具
体
的
な
補
助
制
度
は
考

え
て
い
な
い
が
、
研
究
は
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
野
寄
居
バ
イ
パ
ス
の
場
合
、

料
金
の
徴
収
期
間
を
30
年
間
と
定

め
て
お
り
平
成
43
年
３
月
28
日
に

原
則
無
料
化
の
予
定
で
す
。

【
要
望
】
秩
父
地
域
の
人
口
定
着
に

も
つ
な
が
る
「
有
料
道
路
料
金
軽

減
」
に
つ
い
て
、
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
要
望
し
た
い
。

皆
野
寄
居
有
料
道
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　有害鳥獣による農作物の被害は、深刻な状況に
あり、農業関係者を始め、家庭菜園を楽しむ町民
にとって大変な脅威と経済損失にとどまらず、栽
培意欲を減退させ、耕作放棄地の拡大に影響して
います。
　当町では電気柵・防護ネット等の購入助成は、
経費の８割以内と見直しが行われましたが、シカ
等の減少には捕獲ワナ等による駆除が必要です。
広域的な中で生息しているため、全県下的な立場
から狩猟期間の延長や駆除経費等の助成見直しを
要望していきます。　　　　　　　若林　光雄

議員雑記
有害鳥獣被害対策

秩父広域市町村圏組合議会の報告

み～な

傍聴やご意見、
お待ちしています

次の定例会は 12月中旬頃に 開催される予定です。
gikai@town.minano.saitama.jp0494-62-2791FAX議会事務局 メール

議員  若林　光雄
　７月14日（金）全員協議会が開催され、第２回定
例会提出議案の概要、水道事業経営戦略について
の説明が行われました。
　７月21日（金）第２回定例会が開催され、提出
された議案は下記の２件で原案のとおり認定・可
決されました。

・平成28年度水道事業利益の処分及び決算の認定

・財産処分について
 南分署配備の消防車購入


